
 
多様な人々のニーズに配慮できる 

減災教育プランと教材開発 

 

ライフデザインイノベーション研究会 



１  本研究の特徴 

高校家庭科において、「共生・人の多様性」理解、

ユニバーサルデザイン（以下ＵＤ）視点の育成を

した上で、減災教育プランの実践を通し、安心・

安全でより豊かな生活が営める市民、持続可能

な社会を実現できる生活主体者の 

育成をめざす。 

 （ＵＤ：Universal Design ） 



  
 ２  減災教育プランで期待される効果 

                  

 １．自然災害において想定外は起こりうる 

  ことの理解と、防災意識の高揚 

２．避難所生活の実態理解と、減災意識の 

      高揚 

３．高校生が避難所運営・支援者となる 

  （なれる）可能性の高まり 

 



３  新学習指導要領との関連 

■改訂の基本方針 （2018.3） 

• 知識及び技能の習得と思考力、判断力、表現力等

の育成とのバランスを重視 

 

■家庭科改訂の趣旨（2018.7） 

 具体的な改善事項 ②  ii）教育内容の見直し 

• 今後の社会を担う子供たちには、（中略）持続可能

な社会の構築等の現代的な課題を適切に解決で

きる能力が求められている。 

 

 

 



  
 ４  ＵＤ視点の育成 と 減災教育プラン 

                  

 
授業題材

育てたい視点
／コンセプト

減災教育との関わり・減災教育のねらい

UD学習手引書
による授業

共生・人の多様性
の理解（UD視点）

世の中には特別なニーズをもつ様々な
人がいる、自分もその当事者になる可能
性がある、ということの理解が基本にあ
る。

この視点が育っていないと、共生意識
は生まれず、災害発生時の助け合いは実
現しない。

減災教育
プランの

実践

多様な人々の
ニーズに配慮

できる
支援者育成の視点

 ・関連死の原因について理解する。
 ・関連死を出さないためにはどうしたら
　 よいかお互いに話し合いながら、避難
   所をデザインする。
 ・万一災害が発生し、避難所に行かねば
   ならない状況になった時、避難所で支
   援する側に立つことができるための第
   一歩をめざす。

UD学習手引書による授業で生徒の共生・人の多様性の視点を育てた後、
発展的な授業として「減災教育プラン」を実施する。



５ 研究方法(1)調査時期・対象者・地域特性 

• 調査時期：2018年９月～11月 

 

• 調査対象者： 

 福島県 Ｆ高校３年生 ・ 千葉県  Ｔ高校３年生  

 香川県 Ｅ高校１年生 ・ 鹿児島県 Ｈ高校２年生 

 

• 地域特性： 

 Ｆ高校 東日本大震災被災県 避難所生活経験者は少ない   

  Ｔ高校 首都直下地震の被害想定 

 Ｅ高校 南海トラフ地震の被害想定 

  Ｈ高校 鹿児島湾直下地震・桜島海底噴火による津波想定 



６ 研究方法(2)分析対象と分析方法 

前提条件 

• 減災授業実施までに、ＵＤ授業を行う 
           ＝市民性を育てる 
 
• 減災教育プランによる授業の有効性を検証 
  授業ワークシート 
（１）記述の数量的把握 
（２）感想の自由記述分析 
   プレ調査における授業分析項目を援用 
 
    
 
 



 ７  UD学習－共生・人の多様性の理解        
         「UDって何？」 
①様々な生活用品 

  プロポーション・文字・色・書体など「さりげない配慮」の 

  チェック 

②UDは誰のためのデザイン？                

私も含めた多様な人々が対象 

 

        

      

 

 

持ちやすさ、注ぎやすさに注目 文字の色、文字間隔、書体に注目 

見る・ふれる・
感じる 



  
  
                  

 
    「社会環境とUD」 
  誰にとって使いやすいものかを 

  視覚教材から考える 

８  UD学習－共生社会の実現に向けて 

誰でもトイレ（新幹線）／オストメイトにも配慮 新型自動販売機 



UD（共生・人の多様性）学習を終えて 

• 日常生活の中で何気なく使っているものにもUDが使わ
れていて、すごいと思った。 

• 各班の発表では、自分が気づかなかったことにふれら
れていて勉強になった。今日の授業は楽しかった。面
白かった。 

• 小さい子から、お年寄り、障がいを持っている人がみん
な同じように使うことができる。みんなが生活しやすい
環境づくりが大切。 

• 生活の中にたくさんのUDがあって、どんな人にも公平
に使いやすくなっていることを知った。 

• どんな人も差別なく使えるところがいいなと思った。 

• これからも色々な人の視点に立って、どうしたら安心し
て生活することができるかを考えていきたいと思います。 

 



９ 
減災教育 
 プラン  

平成30年度の 
自然災害 
・情報加筆 

熊本国府高校
サッカー部員が

避難所運営 
・事例を紹介 

UD
知識 

・ 
意識 

 

具体
化 

 グループ交流時
の教員役割 
事例を掲載 

時間 項   目 ね  ら  い

（１）導入

いま、自分の住んでいる家にこれからもずっと住み続けるとして、
一生安心・安全な場所となるかを考えてみる。

日本が地震大国であることをデータで再確認するとともに、「想定
外」のことは起こり得ることを理解する。

（２）「防災」視点だけでは
　　　生き延びられない

　自分の家で震災に備えていることを振り返る。
　いま、震度５・６規模の地震があった時、自分の家には誰がいる
か。いない場合、その人たちはどこにいるかを考える。

（３）東日本大震災後、避難所で
　　  明らかになったこと

　避難所の実態を知る。
　何が問題になったかを知る。

（４）避難所における関連死の
　　　実態

　「関連死」の実態を知る。

（５）なぜ人は避難所で命を
　　　落とすのか

   人が生き延びるためには、どのような要素・条件（ヒト・モノ・コト）が
必要なのかを考える。

（６）「大人に支援してもらう」
　　　側から「支援する」側へ

　避難所運営は誰が行うのかを理解する。
　生徒や学生が支援者になる可能性について理解する。

（７）避難してくる
　　　「多様な人々」

　10ケースの人たちが避難所生活でどのような支援が必要
になるか、具体的に考える。
　グループで支援策を交流する。

2 　グループで考えた支援策を基に、避難所をデザインする。 

  各グループがどこに配慮したかを発表する（クラスで交流する）。

 １　防災・減災について考えよう

　振り返り・感想記述

　振り返り・感想記述

１

 ２　安心・安全な避難所を
　　 デザインしてみよう

3

新学習指導要領
との関連性・ 

どの学習領域か
らでも実践可能 



  「避難してくる多様な人々」を想定・発表  

12 

家がなくなった人、高齢者、 
体が不自由な人、病気の人、 

一人暮らしで不安な人 

外国人、観光客、妊婦、 
子ども・乳幼児、けがをした人、 

アレルギーのある人・・・ 
 



  「防災」視点だけでは生き延びられない 

 避難所における災害関連死の実態を知る 
関連死の原因 岩手・宮城県 福島県 合計 割合 推計

1 病院の機能停止による初期治療の遅れ 39名 51名 90名 4.6% 153名

2 病院の機能停止による既往症の増悪 97名 186名 283名 14.5% 483名

3 交通事情等による初期治療の遅れ 13名 4名 17名 0.9% 30名

4 避難所等へ向かう途中の肉体・精神的疲労 21名 380名 401名 20.7% 689名

5 避難所等における生活の肉体・精神的疲労 205名 433名 638名 32.7% 1089名

6 地震・津波のストレスによる肉体・精神的負担 112名 38名 150名 7.7% 256名

7 原発事故のストレスによる肉体・精神的負担 1名 33名 34名 1.7% 57名

8 救助・救護活動等の激務 1名 0名 1名 0.05% ２名

9 多量の塵灰の吸引 0名 0名 0名 0% 0名

10 その他 110名 105名 215名 11.0% 366名

11 不明 65名 56名 121名 6.2% 206名

12 死者数 664名 1,286名 1,950名 100% 3,331名

　
　復興庁「東日本大震災における震災関連死に関する原因等（基礎的数値）について（未定稿）」（2012.8.21発表）をもとに冨田
　作成。「推計」欄は、「割合」データをもとに、復興庁「東日本大震災における震災関連死の死者数（都道府県別）」（2015.3.31現
   在）の総関連死者数（山形、茨城、埼玉、千葉、東京、神奈川、長野含む）から冨田が算出。



熊本地震 高校生の活躍を知る 

パイプ椅子で作った「ＳＯＳ」に支援物資届く  



 

 
初期段階の 

避難所の様子を 
写真で確認 

体育館の床に段ボールやブルー
シートを敷いた状態で生活。 
どのような支援ができるかを考え
る。 

避難所生活経験者のいるグルー
プに、教師がさりげなく入る。 

【想像力】 【思考力】 



安心・安全な
避難所を 

デザインして
みよう 

 
 
 
避難してくる「多様な人々」への配慮
についてグループで意見を出し合い
ながら、めざす避難所に近づける。 

【表現力】【主体 

【思考力・判断力・表現力】 

【主体的な学び】 
 

 

UD視点から、多様な避
難者に対してどのような
支援ができるかを考え
る。 



避難してくる多様な人々（選択ケース） 

①生後３カ月の乳児と20代の母親 

②喘息を持つ３歳児と30代の母親 

③中学３年生の受験生と40代の母親 

④小麦と卵アレルギーがある30代男性 

⑤聴覚障がい（まったく聞こえない）のある40代女性 

⑥視覚障がい（ほとんど見えない）のある50代男性 

⑦日本語・英語が話せない、読み書きできない外国人 

⑧車いす生活のため、近所の人と避難所に来た80代 

 女性 

⑨性的マイノリティ（LGBT）の人   

 

 



避難所デザインを発表・交流 
－クラスメートから学ぶ－ 

【対話的学び】【深い学び】 



避難所デザインの交流 振り返り/感想記述 
－発見・気づき・学び－ 

【深い学び】 



１時間目 

「防災・減災について考えよう」 の学習で  
              気づいたこと、考えたこと （441名） 

カテゴリー
心配
不安

自分の
判断・考え

災害
意識化

避難所・
関連死
理解

備蓄・
対策

支援
主体

多様な
人々への

対応

生活力
必要

共助
避難所
支援の
難しさ

心への配慮
(メンタル

ケア）

記述数 7 14 92 302 89 87 79 2 30 38 23

割合 1.6 3.2 21.0 68.5 20.2 20.0 18.0 0.5 6.8 8.6 5.2



 
２時間目 

避難所をデザインしてみて （支援者の立場になって 
みて）、 気づいたこと、考えたこと （453名） 

 

視野 その他

難しさ・
思案

面白さ・
楽しさ

思考 理解
主体的
行動

広がり・
共生意識

工夫

 記述数 216 11 90 206 21 110 61

割合 47.7 2.4 19.9 45.5 4.6 24.3 13.5

カテゴリー

アクティブ ラーニング 避難所生活



２時間目 

他のグループの発表を聞いて、気づいたこと、 
                    考えたこと  （453名） 

思考の
深まり

主体性 心遣い
発想の
すごさ

入り口
近く

トイレ
近く

多様な
人への
配慮

更衣室
乳幼児

スペース
勉強

スペース
手すり

スロープ
段差
少なく

出入口
配置

通路
工夫

トイレの
数・

大きさ・
使い方

ゴミ箱
設置
工夫

配給
スペース

給水
スペース

カテゴリー

気づき 他者評価 アクセシビリティ弱者の配置 プライベートスペース

割合 17.4 44.6

 記述数 78 200 159

34.4

35

7.8

270

60.1

施設
設備

物資
管理

食生活
・アレル

ギー

シャ
ワー

・風呂

医療・
衛生

保健室
相談室

遊び場

ストレス
解消

スペー
ス

交流
スペー

ス

場所
表示

・
外国語
表記

声掛け
・アナ
ウンス

ラジオ

ボラン
ティア
通訳・
手話

音声
付き

表示板

点字
表示

イラス
ト・

ピクト
グラム

掲示板
入り口

ジェス
チャー

ペット
への配

慮

その他

心身のケアレイアウト その他

114

25.7

43

9.6

情報共有

144

32.0

53

11.8



10 高校生の感想 

• LGBTの人のために、トイレをどちらの性別でも入れるよう 
     フリーにしたアイディアは、とても優しくて良いと思いました。 
 
• 他のグループはすべての人のことを考えるとともに、長期間 
     過ごすことのできる環境作りも考えた配置だったので、 
     すばらしいと思いました。 
 
• 災害が自分の地域で起きた時、今の自分なら地域のため 
     に何かできると思った。人と人との助け合いは凄いと思っ 
     た。 
 
• 自然災害で自分の家がなくなったり、家族がなくなったりと、 
     悲しみをもって生活している人がいるという事を忘れず、自 
     分にも起こりうる事だと思い、自分は今何が出来るか考え、 
     行動できるようになりたい。 


